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１．木材は人と環境にやさしい素材

（１）木材は人にやさしい生活素材
～快適な生活～ ～健康な生活～

（適度な湿度に保つ） （リラックスできる）
湿度が高いときは水分を吸収 フィトンチッドを使った実験

し、乾燥すると水分を発散する では、血圧が下がり、脈拍も落
ことで、適度な湿度を保つ。 ち着くという結果。

（目にやさしい）
（ダニを抑制する）有害な紫外線をよく吸収し、目

に与える刺激を抑制。 集合住宅の床をカーペットか
らナラ材など木製に替えるとダ
ニの数が減少。また、木の香り
はダニを寄せつけない。（断熱性が高い）

コンクリートの約１０分の１
しか熱を伝えない。

（細菌類の繁殖を抑制する）
ヒバなどの材油に含まれるヒ（衝撃を和らげる）

衝撃吸収能力が高く、転倒な ノキチオールは、細菌に対して
どによるケガを防止。 強い殺菌作用。

（快適な生活空間と心身への効果）
木造校舎では、インフルエンザにかかる率が非木造校舎に比べて

低く、また、木製の机とイスが導入された学校では、児童が物事に
熱心になった、あくびがあまり出なくなったという良い傾向が見ら
れるとの調査結果がある（ 木製の机・椅子が教育効果に及ぼす影「
響 （愛知教育大学 小川正光ら 。」 ））

インフルエンザによる学級閉鎖の発生率 木造校舎：２．７％
ＲＣ校舎：５．８％
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（２）木材は環境にやさしい循環素材

（木材は再生産可能） （木材は再利用可能）

木材は、太陽エネルギーと樹木の 木材を住宅や家具に使用し、使
生命力によって、繰り返し生産する 用後も他の製品として再利用する
ことができる。 ことができる。

（エネルギー消費の低減） （バイオマスエネルギー源

として利用）木材は加工時に必要なエネルギーが小さ
いことから、他の素材に替えて木材を利用 石油等の化石燃料の代
することにより、消費エネルギーを少なく わりにエネルギー源として
することができる。 利用することで、化石燃料

の消費を減らすことができ
る。加工時に必要なエネルギーは

・アルミの製造時の３４０分の１

・鉄の製造時の８０分の１
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２．木材の利用は森林の整備・保全を通じて地球温暖化防止
に貢献

○ 「地球温暖化対策推進大綱」における位置づけ
（地球温暖化対策推進本部）

我が国の森林経営による吸収量として、基準年(1990年)の
総排出量比３．９％の吸収量の確保を目標とする。

現状程度の水準で森林整備、木材供給、利用等が推移した
場合は、確保できる吸収量は対基準年総排出量比３．９％
を大幅に下回るおそれがある。

森林の整備、木材供給、木材の有効利用等を着実かつ総合
的に実施することが不可欠。

○ 「地球温暖化防止森林吸収源１０カ年対策」の展開（農林水産省）

（１）健全な森林の整備
（２）保安林等の適切な管理・保全等の推進
（３）木材及び木質バイオマス利用の推進
（４）国民参加の森林づくり等の推進

・我が国の森林の４割を占める人工
林はその多くが未だ育成途上にあ
り、間伐等の森林整備の着実な実
施が必要

・間伐等の森林整備を進めるために
は、間伐材を利用することが必要
（別紙２）
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３．木材利用の取組状況

（１）政府全体の取組

○ 木材利用推進関係省庁連絡会議の場等を通じて、関係省庁が
連携して、木材利用を推進

総務省、厚生労働省、文部科学省、国土交通省、
環境省、農林水産省で構成

○ 「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律（グリーン
購入法 」の環境物品等の調達の推進にかかる基本方針では、）

「木質の場合にあっては間伐材など�文具、機器類等においては、
の木材が使用されていること 、」
公共工事に用いられる資材においては小径丸太材（間伐材）が�
品目として明記されており、

国等により優先的な調達に努めているところ。

（２）農林水産省の取組

○ 民間部門の先導役として、農林水産省自ら木材の利用拡大を図
る「農林水産省木材利用拡大行動計画」を策定（別紙３）

・公共土木工事の安全柵、手すり等の柵工を木製１００％
・林野公共工事（土留工等）における木材使用を現状の２倍
・補助事業の対象施設は木造率１００％
・本省内廊下の腰壁を木質化
・森林管理署等の庁舎を木造化
・本省の課・室長以上の事務机は原則木製品
・業務用茶封筒は原則間伐材封筒を使用

（３）林野庁の取組

・木材フェアを開催し、木材の良さなどについて国民への普及啓
発

・森林所有者 住宅生産者及び消費者までの連携強化等による 顔、 「
の見える家づくり」の推進

・文部科学省や厚生労働省との連携による学校関連施設、児童福
祉施設（木製遊具）への地域材利用の促進

・木質バイオマスエネルギーの利用促進

原則 木造・木質化・木製品

「先づ 隗 よ り 始 め よ 」
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（別紙１）

マウスを使った実験では、木製の飼育箱で生活するマウスの方
が、金属やコンクリートの飼育箱より生存率が高い結果がでてい
る。体重の変化を見ても同様である。

シロアリの巣にスギやオウシュウトウヒ（ホワイトウッド）を
置いて、どの程度喰われてしまうのかの試験を行った。試験開始
から１ヶ月後に取り出してみると、スギはほとんど変化が見られ
ないが、オウシュウトウヒ（ホワイトウッド）はシロアリに激し
く喰われて試験片が小さくなっている。

素材の異なるゲージでのマウスの生存率と成長

シロアリが好む木、好まない木

(伊藤他 静岡大学農学部 (1987)）

（独立行政法人 森林総合研究所）

素材の異なるケージでのマウスの生存率と成長
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（参考）木材利用の取組の事例

○大型の多目的交流ホールを木造で建設

福岡県矢部村では地域住民の交流やレクレーションの場として、さら
には森林が９割を占める村のシンボル施設として、地元産のスギ丸太材
等を用いた交流ホールを建設（林野庁補助事業 。）

○名 称 矢部村多目的交流ホール「木 龍」
もくりゅう

○場 所 福岡県八女郡矢部村大字北矢部１１０７５番地
○規 模 桁行４２ｍ、梁間２１．６ｍ、高さ１２．９ｍ

床面積８８７．３９㎡
3○木材使用量 ２４４．９４ｍ
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○木造３階建ての職員宿舎を新設

東北森林管理局では、より一層の木材利用の拡大に取り組むこととし
て、木造３階建ての職員宿舎を新築中。

○場 所 秋田市手形字山崎９２－５－１３
○規 模 木造（在来構造）３階建 ２４戸

建築面積 ５１２．２７㎡
建築延面積 １，３９５．５３㎡

3○木材使用量 ２７６ｍ
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○公共土木事業において木材を利用

国有林治山事業において、コンクリート床固工を施工する際、施工箇
所周辺が景観地であることを考慮し、木製型枠を使用。

○場 所 北海道旭川市
○延 面 積 ７７７㎡

3○木材使用量 ４７ｍ
○主 な 樹 種 カラマツ
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○業務用に間伐材封筒を使用

製紙・印刷企業、ＮＰＯ、林野庁などによる「日本の森林を育てる紙
についての勉強会」の活動を通じて、間伐材１５％、古紙８５％からな
る間伐材封筒を販売。
農林水産省では、この間伐材封筒の使用を推進。

○紙缶飲料製品を利用、普及

間伐材や端材等の国産材チップを約３割使用した紙製の缶飲料製品
（ カートカン ）について、農林水産省では、地方出先機関も含め、会「 」
議やイベント等の際に利用するよう働きかけを進めるとともに、間伐材
パネルつきの紙缶飲料自販機を中央省庁として初めて設置。

間伐材マーク




